
・Google Colaboratory
オンラインのみ（Google アカウント要）
https://colab.research.google.com

・Jupyter Notebook 
自分のPCにインストールする
Anacondaに含まれている
https://www.anaconda.com

Python の導入

・作業画面の見え方はほぼ同じ
・ほかにもいろいろな環境があるが、
授業でのフォローはできない



Google Colaboratory
１） ブラウザでサイトにアクセス

https://colab.research.google.com/

２）東北大のDCメールのアカウントでログイン

３）Google Colab の起動

４）保存して終了



１）ブラウザでサイトにアクセス
https://colab.research.google.com/

検索するのが簡単！



２）ログイン

・Google アカウントが必要
・東北大のDCメールの
アカウントが便利



２）ログイン

ログイン済み



３）Google Colab の起動

この画面で作業する

コマンドの実行は
または +           ▶ Shift Enter



Untitled1 という名称になっている

「名前の変更」ボタンを押して
好きな名称に変更しておこう.

４）ファイルの保存



たとえば、MathStat01
という名前にしてみた



Google Drive の中に
Colab Notebooks
というフォルダーが作られて
その中に保存される



再開するとき

保存したファイルの
リストが現れる



授業で提供するファイル

ドライブで探す
作業中のフォルダー

マイドライブ
＞Classroom
＞該当の授業



Jupyter Notebook

１）Anaconda をインストール

２）Jupyter Notebook を起動

３）保存して終了



１）Anaconda のインストール

https://www.anaconda.com

公式ウェッブサイトからインストーラをダウンロード



１）Anaconda のインストール

https://www.python.jp/install/anaconda/windows/install.html
日本語によるインストール説明（ちょっと古いかも)

• インストーラは自分の環境にあわせて選ぶ
Anaconda3-2021.11-Windows-x86_64.exe

• 言われるがまま、ダウンロードして、
• 起動すればOK（設定はデフォルトで）
• Anaconda からのお誘いはご自由に

頻繁にアップグレードされている



２）Jupyter Notebook を起動

・Anaconda3 のフォルダーに
含まれている

・画面等にショートカットが
生成されているかもしれない



Jupyter Notebook の最初の画面

自分のPCにある
フォルダー群

Python 専用フォルダーを
作っておくと便利



Python の新規スタート

新規フォルダーの作成

Python 3のスタート



Jupyter Notebook 新規画面

ここに入力してゆく

コマンドの実行は
または +           Shift▶ Run Enter

全コマンドの再実行は ▶▶



４）保存して終了

ファイル操作タブ

名前を付けて保存

作業中のフォルダーが
デフォルトで選ばれる



• Google Colaboratory
（１）目的のファイルを自分のgoogle driveの適当なフォルダーにアップロード
（２）google Colaboratoryで、google driveをマウント

from google.colab import drive
drive.mount('/content/drive')

（３）Data=pd.read_csv('drive/My Drive/XXXXX/StatData01_1.csv')

（ローカルにあるCSVファイルにアクセスできない）

その下のサブ
フォルダー 目的のファイル自分の

google drive

この2行を実行して、一連の処理をする

データファイル(csv)へのアクセス



データファイル(csv)へのアクセス
• Jupyter Notebook
（１）データファイルが作業フォルダーにあるとき

Data=pd.read_csv(‘StatData01_1.csv')

（２）データがUSB等にあり、それがFドライブとして認識されたとき
Data=pd.read_csv(‘F:2022_数理統計学/StatData/StatData01_1.csv')

（目的のファイルに直接アクセスできる）

目的のファイル名のみ

目的のファイルフォルダー・サブ
フォルダーの階層

Fドライブ

（３）データがウェブサイトにあるとき
Data=pd.read_csv(‘https://www.abc.xyz.ac.jp/~obata/XXX/StatData01_1.csv')  

目的のファイルのURL を直接指定
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